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ミツミ技研工業が開発した粉粒体用チョ ークバルブはスリーブ弁（チューブ）の外周をロープ（紐）で

結束、解束、優れたアイデアから誕生したミツミ技研工業のオリジナル誦品です。

【◎特 長 II 

●軽量コンパクト設計。
●粉粒体の通過面に一切の摺動部（障害物）が無い。
●開閉に要するレバー（アーム）の移動角度go·以下と小さい。
●操作トルクが小さい（インボリュート効果）。
●スリーブ（弁）素材の選択が多岐広範囲に選択できる。
●スリーブ（弁）取り替えはワンタッチ着脱。
●サニタリー、ファインケミカル仕様に対応。

【◎機構 ・ 機能 II 

チョ ークバルブの構造は極めて単純な機構から成り立っています。スリーブ（弁）はハウジングの上下フラン
ジ面のセッティング溝にセット、一方ロ ープ（紐）はハウジング上部周面に等分割に設けた孔より下部にセット
されたチョ ークリングに等分割に設けた孔にロ ー プ（紐）が等分割に交錯しないように掛合わせます。チョ ―

クリングを手動、又は自動にて約90度回転させると、（図l)の如くロ ー プ（紐）はバルブの中心に向かって
スリーブ（弁）を結束（縛る）閉、逆回転で解束（解く）開、スリーブ（弁）は同心円状に移行し全閉、全開が確実
に得られ、併せて中間開度等も自在に調整できます。

（図1)
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